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-農 家 簿 記 の 奨 め -
紙の消押li-はあるvlみでその社会の文化のバロメータ

ーだといわれます｡インドや中共の如き戦前はL=当民の大

半が文盲であった国での､今日もっとも大きな変り映え

は紙の消即諾だそうであります｡これを歴史の流れとし

て見るならば､^問がただ生きて(食いつなV,で)V,る段

階から生活を,,考える,,という段階-のJ,Sみたともいえ

るでありましょう｡

われわれの周りでも､やれ農業の佑機､曲り角､ある

V,は構造改薄だのとV,うと直ぐ指導者の間では',考える

農民''が叫ばれてきたのも久Lv,詔であります.にも拘

らず農家の ･人 ･人にとっては､なるほどとうなづいて

はいても実際にはなかなか実感をともなわなV,ものであ

ります｡ つまり農象にとっては 何をどう考えてV,くの

か､具体的に考えて実行するための資料や指導助言が甚

だ足りなV,ために/'考える農民',たるには相当のへだた

りを農家n身が感じてV,るのではないでしょうか｡これ

が今1-1なおク勘による農業/'からぬけきれなV,農民の饗

ではなvlかと且といます｡

こうV,う状態を突破するためには政府等による調沓研

究や資料の提供もヨ亘礎ですが､何よりもまず農′衷自身が

何かをなすことが-･朋大切のようです.そのためにはま

ず寸考えること1､やt､liA己錬することITtから始められるで

ありましょうo そこで今後の新しい経営改善-の第一歩

として農壕簿記について考え､それを_良:lRめしたV,と思

います｡

次の表のと怠 り木rLにおける簿記の留別ま順調に伸び

ており､その役割も撮近の農業近代化の勢にのってます

ますjql.解されるようになりました.けれどもTLE,miの場合

はそのトは勺が果していかほどに役pl.てられているでしょ

うかO州みに沖鋸の凡そ300'の普及率に比べて 本土では

家かJLl分の手でわ71)..J表の経営をつぶさに診断し設計して

V,ることになりますO この30年'こ近vtr年月の遅れをどん

なに確解したらよV,ものでしょうか｡そこにはこ実に多く

の問題が横kわってV,るように思われます｡しかし簿記

普茂のむつかしさは農業生産や農村生活か複雑であるば

か りでなく､農家の欲している実射性と手もとに与えら

れた簿記様式とのチグハグなことから生じていることは

特に反省されねばならなV､でしょうO｢もちろんr'1杵は

商人とは違うのだ､お金の勘定よりもまず農作物を上手

に作ることだ｣とか､ ｢簿記を付けても収入が増えるわ

けではなV,し､赤字が-ツキリしたり､時 の々-ソクリ

ができなくなった り･･･ ｣とV,うような経済を無視

した単なる技術岸一点ぼりの観念では､農家簿記の複雑

さ､わずらわしさはたしかに農家にとっては面倒なこと

ですらあるかも知れない｡だが最近の農業をとりまく縄

酬青勢はそれをもこえて簿記の必要さを痛感させるとこ

ろまで迫ってV,るように思われます.たとえば農産物価

格制度に怠ける農業IITT得及び生産費補償の問題､適正な

本土における農家空等吉己の普及状況

HllI相 佃 戸

2 14,918 5,614,608

7 84,924 5,642,509

12 823,993 5,574,879

25 866,528 6,176,419

31 761,507 6,105,049

喜… ,,9.27…霊 鳥 豊 9,三≡

沖 縄 に お け る 簿 記 普 及 状 況 (1962年推計)

簿記の種類
水 稲 パイン

1

指 導 機 関 統 計 庁 特 産 課 畜 産 課 農 業 改 良 課

※ 農ユY1--改良課の数字は1960年､それ以降は中止している｡
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課税基華のための農家の青色申告制度の問題､あるV,は

農業共同化におけるtl憤 ､労働､利用をはじめ所得分配

などに当っては欠くことのできないものになっており､

これらの魔策はいずれは沖縄においても:FTj(な課越では

なvlでしょかO

普通の農家簿記の主な目的は､

1) 年間の経営の活動の結果について損益計算して赤

字か黒字かその大きさを知る｡

2) 経営の診断と設計によって計画的な経営をする0

3) 本土の場合は昭和25年朱､青色申告制度の立法

により不公正な課辛党を防止する｡

などにそなえるものと考えられる｡このように一家の挽

いた結果がいかほどの利益を∠しんだのか､作物や養畜の

どの部門で一層各くの利益をえたのか､についても農家

は案外に93]らない場合が多いではなV.でしょうかo

あるV,は何が原関で赤字を舛じたのか､どの部門に経

営の改IX-･･のメスを入れるべきかを診断したり､また青色

申告制度によって自己のtE当な利益を法的にも守ること

ができるならば､これこそt=TL考える農民1､ではなV,でし

ょうか｡

虞に､簿記の種類や分析いかんによっては単に損得を

見るばかりでなく､農業と兼業､所得と家計費などの経

営とfL三宿を合王朝勺に計画したり､また年次別､部門別の労

働配分､施肥や管増作業の適正化などによる服!,E丘や費用

の相梨を明らかにした り､あるV,は新しい技術や農機具

の経所:効果を測定したり､市場価格の変動に見合った生

産引面､販売計画のためにも役立てうるでありましょう

このように農家簿記の利用は単に令銭や財産の変動を

見るばかりでなく､それを毎日の具体的な接術の-rql-にま

で反映させて見ることが大切であります｡

とかく昨今のように沖札の農業も実にf｣史ぐるしい環

境の変動に南面しながら､それに対処するための農実セ

ンサスをはじめとする経営綿 に関する77:Ill'統引すらま

だ啓酢されてなV,､V,わゆる暗中模索D中に損かれた沖

鮎の農業だとV,つても過言ではなvlように思います｡そ

してもつと大功こなことはそれに対する農家や指導者の関

心もまだ史だそれだけ使いのではないかと思われること

です｡

かつて大学での同僚が楳父の座した大正以来30年間も

の煤だらけの記録をもとに実に祭式な論文を仕上げたこ

とを思い出すと､それがロム農業D最先端をいく寸佐賀

段階寸の農域とはV,え30年間の農壕の歩んできた足跡を

比べてみてtl,t記録する''ことや紙を使う',ことの過少と

遅れをつくづ く感じさせられます｡ (福 仲 憲 )
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